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10.1 

平
成

3
年
務
3
詔
市
説
会
定
部
会
が

g
R
3
尽
か
ら
お
日
ま
で
の
口
民
間
の
会
期
で
龍

催
点
、
れ
、
腎
頭
、
大
弁
帯
長
が

S
域
留
の
市
政
一
毅
報
告
ど
畿
会
に
よ
桂
Ar
れ
た
討
議
案
の

掠
識
理
患
の
説
明
を
符
い
悲
し
た
。
今
屈
は
、
事
議
系
ご
み
の
減
議
封
鎖
〈
別
掲
)
を
設
い
た

8
項
自
の
市
政
…
般
報
告
令
要
約
し
て
品
都
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正

や
西
部
構
社
セ
ン
タ
ー
の
本
体
工
事
鵠
負
契
約
の
締
結
な
ど
引
識
案
は
す
べ
て
牒
諜
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市

政

ン大
タ盟
iシ
内ヨ
にツ
公ピ
共ン
ごゲ
セ

日
立
精
機
(
株
)
が
計
障
し
て
い

る
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
々
ン
タ

i

市
内
の
公
共
施
設
部
分
1
5
0
0一平

方
ぷ
を
今
閥
、
無
償
賃
貸
で
掠

供
し
て
い
た
だ
け
る
額
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ご
好
意
に
心
か
ら
描
謝
申
し
上

げ
る
次
鱗
で
す
。

施
設
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本

議孫子市能義時金冨財政部広報広務課
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a: 
c 

般

報

市
の
中
心
拠
点
会
構
成
す
る
我
孫

子
駅
北
口
胤
認
め
穣
的
施
設
と
し

て
、
食
物
綿
跡
地
土
地
利
用
計
聞

と
盤
合
建
を
図
り
な
が
ら
、
具
体

佑
を
図
っ
て
い
ま
す
。

罰
部
機
社
セ
ン
タ
ー
隅
も

な
く
本
体
工
事
に
着
手

基
纏
工
事
が

S
Rに
完
了
し
、

現
樫
本
体
遺
築
工
事
端
乎
は
向
け

て
事
務
を
進
め
て
い
渓
サ
。

施
設
概
擦
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

7ぢ

岡
阿

A 
Zζ 

重吉

議各自路、熱演・・楽しい

ひと時をどうぞ。

日本の伝統美を披露

します。

民事章

三言語. B ~ド~民地

i
ト
巡
り
一
部
2
階
建
て
。
臨
床

閣
議
は
7
0
8
・
9
6平
方
討
で

す
。
特
設
は
、
機
カ
段
差
を
少
な
く

し
た
こ
と
や
窪
上
に
ゲ

i
ト
ボ

i

ル
場
を
設
還
し
た
こ
ど
で
す
。

我
孫
子
駅
前
及
川
副
官

tmwy 

土
地
茂
一
画
整
理

我
孫
子
閥
抗
諮
は
つ
い
て
は
、
今

年
度
悶
道
3
5
6号
沿
綜
の

4
館

法
令
中
心
に
建
物
移
転
交
勝
令
進

め
て
い
ま
す
。

北
口
立
つ
怒
涼
し
て
は
、
昨
年

度
に
引
念
総
与
訳
前
広
場
と
都
市

・4
・
m号
線
の
用
地
確

'1='炎公民館

ホ

大正琴、マンドリン、

アコーディ庁ン、 i次
芸能|
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2 盆栽のお蹴えをご 9:00-17:00 げ民
鑑賞ください。大会

10完268(ニヒト27日(日)
き:∞-17:00

Jl〆

ヘ

ム

ず

)

ぃ

:

で

可

た
す
一
日
間
も

も
ま
一
作
時
間

に
り
一
た
術

開
た
あ
…
め
の

耐
継
が
…
込
隠

の
畿
一
麟
相
当

秋
ん
一
円
汁
(

選義

まま

裁

保
を
重
点
と
し
た
織
物
移
転
交
渉

を
進
め
て
い
ま
す
a

工
事
に
つ
い

て
も
漉
成
工
事
と
抑
制
市
計
悶
巡

3
・
4
-
初
号
線
の
犠
梁
エ
離
を
予

定
じ
て
い

今
年
度
は
、
つ
く
し
野
川
上
流

綿
織
抱
擁
議
工
事
と
金
谷
排
水
機

場
鰻
進
ヱ
事
が
行
わ
れ
、
不
成
4

年
3
月
に
は
本
体
施
設
が
完
成

し
、
一
部
使
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

久
寺
家
排
水
路
整
出
摘
も
今
年
度
中

に
完
成
見
込
み
で
す
。

北
部
地
復
下
流
部
の
装
備
は
、

来
年
度
で
ほ
ぼ
完
成
の
予
定
で
す
。

〈
仮
称
)
中
盟
前
部
川

来
年
3
月
頃
の
器
棚

予
定
地
の
地
権
者
か
ら
概
ね
氷

結
を
得
て
俊
治
災
情
興
約
を
結
ぶ

駅

主語

4じ
口氏

湖

北

差是

総会草委覧会

(蓄書道、霊祭滋、写真ー

手工芸、文化巡塁塁

総主主主主、 考Eぢ}

ンブ

}
と
が
で
急
ま
し
た
。

今
後
、
平
成
4
年
3
月
額
の
開

青
少
年
野
外
活
欝
鶏

の
キ
ャ
ン
プ
場
を
整
信

「
ふ
る
さ
と
手
資
諮
ふ
れ
あ
い

針
幽
」
に
基
づ
く
本
勝
裁
は
、
五
本

松
公
障
に
榊
併
殺
す
る
岡
発
一
戸
地
先

約
0
・Q
Q

ヘ
ク
タ

i
ル
そ
キ
ャ
ン

プ
場
と
し
て
授
儀
ナ
る
も
の
で

す
。
用
地
借
用
に
つ
い
て
は
地
権

者
の
部
窓
が
樽
ら
れ
今
後
、
五
本

松
公
鴎
と
の
整
合
性
を
鴎
り
な
が

ら
卒
業
を
進
め
ま
す
。

嬬
人
防
火
タ
訓
品
川
フ

結

成

ん

し

げ

仙

一

代

火
災
予
訪
対
鍛
の
一
環
と
し
て

の
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
初
制
制
消

ル
山
間
刑
問
耐
の
正
し
い
使
い
方
、
通
報

連
絡
、
避
難
等
の
一
行
動
的
知
識
の

習
熱
、
予
務
巡
励
、
出
初
式
等
へ
の

品
物
加
な
ど
会
通
し
、
防
火
窓
織
の

市民会館;j;-)レ

'1='うた公民主吾

官官 1

2主
会

議
民

会

日
中
応
大

10fi 20日(日)

9:00-17:ω 
(受付8:30-き:∞}

秋天に湖

ります。

A-E クラス単~.

全量殺募集(当日会主義

ゐ iで受イ寸)。著書耳目焚150寺
町 Z 月(会食イす).I怒合せ

は佐久良書まま(82)2937j
r¥l  

600王手の歴史、 I段"<
とe

玉誉

A 
~、

大

火

大

まま

去李

話羽

向
上
を
図
り
な
が
ら
地
械
に
お
け

る
婿
人
の
訪
火
リ
!
ダ
ー
と
し
て

育
成
し
て
い
晶
ぜ
ま
す
。

ク
ラ
ブ
災
は
、

8
月
米
良
識
筏

1
5
4
名
め
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
秋
の
火
災
予
紛
議
動
期
間
前

に
結
成
し
、
直
ち
に
活
動
会
お
願

い
し
た
い
と
考
、
え
て
い

古
制
作
壌

に

つ
5
月
幻
自
に
(
株
)
協
和
統
合
開

発
研
究
所
か
ら
研
綜
に
、
古

会

滋

中央公民

市

火

会

議

民
会

民
h. 

市

大

11月2B (jニ)
10:0寺-17:00

11完2日{土)-4日{体)

10:00-15:00 

l1fi3B(後}
11:00-16:00 

段t立、級位各リーグ!

ll~. tJl主益誘募集(~臼 1

4き|会主長でき愛f"寸).参加'u(• 
1000F守{主主食付)I苦j合:

せは金子宮ま(82)33似

会|三十一文字の父母立は

li努かなブームです。

A 必登記事基iこ茶をご食
品 くどきい。

会 i秋の傍若様、しみじみ

!と。

大

大

主菜

室主

利
根
招
安
食
合
問
周
辺
所
有
地
の
所

有
織
を
移
一
戦
す
る
た
め
、
菌
泳
法
に

よ
る
南
出
惑
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
申
出
祷
に
記
載

さ
れ
て
い
る
「
資
謹
保
有
」
と
い
う

利
用
問
的
に
疑
義
が
あ
り
、
誠
に

将
来
計
画
で
路
発
が
簡
約
な
ら
ば

本
市
の
器
本
欄
判
明
等
に
適
合
し
な

い
旨
の
滋
見
番
を
付
し
て
、
感
知

聯
に
進
達
し
ま
し
た
。

7
月
8
8
立
総
出
さ
れ
た
土
地

可

決

大

画
帯
同
年
館
設
盤
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
…
部
改
正

難
叫
肘
麗
の
無
償
難
波

離
競
条
倒
の
一
部
改
革

睡
工
事
繍
食
艶
約
の
締
結
防
災

行
政
鍛
線
(
酉
定
系
)
設
経
工
事

置
宮
家
庭
車
中
佐
員
の
紋
櫨
及
び
派
遣

手
数
料
に
関
す
る
議
倒
の
一
部
改

定機
工
事
韻
負
契
約
の
締
結
(
仮

称
)
我
諒
子
市
間
部
揺
祉
セ
ン
タ

i
櫨
鍛
工
事
(
本
体
工
事
)

緩
都
市
計
画
天
王
台
土
地
臨
調
懇

理
事
議
施
行
競
緯
の
一
部
改
正

園
都
市
計
翻
勝
機
鵠
組
問
土
地
区
繭

膿
期
療
機
施
行
規
程
の
一
部
改
正

端
部
市
計
密
事
畿
中
嶋
土
地
区
画

整
理
事
機
施
符
競
穏
の
一
部
改
正

極
財
臓
の
取
樽
パ
ソ
コ

勾

指
関
等
届
出
惑
の
利
用
倒
的
に
は

「
千
葉
県
、
殺
明
郁
子
市
及
び
地
域

生
民
の
間
放
を
得
た
よ
で
、
我
孫

子
市
の
基
本
構
想
に
沿
っ
た
般
趨

利
用
を
図
る
」
と
の
内
容
に
変
更

し
た
の
で
、
こ
の
腐
出
盤
を
一
本
認

す
る
ニ
と
に
し
ま
し
た
。

土
地
の
所
有
織
は
(
株
〉
研
綜
に

移
転
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
沼
と

周
辺
環
抑
制
め
一
体
的
保
存
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

議

案

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
合
数
樽

、
圏
平
成
3
年
成
一
般
会
計
鵠
正
予

算
(
鮪
1
努
)

難
平
成
3
年
度
公
共
下
水
灘
事
機

特
部
会
計
補
蕊
予
算
〈
鏑
1
号
)

圏
平
成
3
年
成
老
人
保
健
特
別
会

計
構
法
予
築
(
第
1
号
)

離
平
成
3
年
度
氷
潜
療
機
会
計
鵠

正
予
算
(
舘
1
勢〉

語
平
成
2
年
牒
一
般
会
計
雄
入
燐

出
決
算
の
認
定

働
平
成
2
年
経
特
別
会
針
裁
入
接

出
決
算
の
総
裁
問
民
健
臨
脱
出
陣
験

準
様
、
土
地
底
磁
整
理
事
推
、
公
共

下
水
遊
事
業
、
平
一
γ
軒
町
沼
地
叩
化
事
業
、

老
人
保
健

世
間
平
成
立
年
腹
水
道
事
業
会
計
滅

入
撒
出
決
算
の
想
定

こ
の
誌
報
紙
は
持
生
紙
を
穫
期
し
て
い
ま
す

及 対ヌナ芸名用主義侠米軍のまも基会公
前方、ぷ下
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会-

(?)-議

10月20EI (日)
午前10時~午後 3時

(雨夫の場合27日)

:湖北台中央公閤

10 

第815号

元気!こ遊13¥そ子どもだち

~Ar孟瓦つ
主義保了堂一¥
三重;費保
ょI!Itま萱

り、雲 I 弱
病著[ 、役
気の| 翁iz芸 e

様
鱗
者
の
方
に
代
わ
っ
て
保
育
す

る
た
め
の
施
設
で
す
。

運
営
費
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
税
金
や
雷
・
濃
の
負
担
金
、
補
助

金
と
係
議
者
の
方
か
ら
の
保
育
料

で
践
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
つ
り
が
路
織
さ
れ
ま
す
。

で
は
、
市
内
各
企
識
の
紹
介
や
の

ど
自
鐙
大
会
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

。
議
機
関
桝
係
議
一
都

企
業
別
臆
ポ

上
で
つ
。

む
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
!
と
パ
ソ
コ
ン

抽
選
ラ
リ
!
で
ス
タ
ン
プ
を
た

く
さ
ん
集
め
て
、
す
て
き
な
景
品

を
当
て
よ
う
。

。
紫
人
の
ど
自
慢
大
会
山
時
か

ら
始
ま
る
よ
。
お
父
さ
ん
も
お
時

金

魚

つ

か

み

ど

り

コ

イ

の
生
け
ど
り
。

{
1
間
1
0
0向
)

。
フ
ア
フ
ア
ラ
ッ
コ
ち
び
っ
子

達
の
人
気
物
で
す
。
大
き
な
お
な

Q

入
墨
基
準
誌
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
，

A

保
育
閣
は
、
劫
稔
摺
と
遮
っ

て
維
で
も
入
れ
る
鶏
設
で
は
あ
り保

鰻
殺
の
方
が
次
の
い
ず
れ
か

お
し
、
家
羅
保
脊
が
間
出
離
な
世
帯

の
お
子
さ
ん
で
す
。

ω共
に
昼
間
問
、
仕
事
(
常
勤
、
パ
ー

ト
、
自
営
業
、
市
内
職
等
)
を
持
っ
て

い
て
、

1
日
4
時
間
間
以
上
、
月
一
平
均

祁
日
以
上
働
い
て
い
る

山
間
病
人
や
罷
答
を
持
つ
明
感
挟
を
介

護
し
て
い
る

間
そ
の
他
家
経
で
保
育
で
き
な
い

事
需
が
あ
る

な
お
、
世
帯
に
小
学
校
入
学
前

の
お
子
さ
ん
が

2
人
以
上
い
る
場

カり
識
し
い
よ
。

(
1
開

1
0
0
円〉

。
吹
饗
楽
漉
轄
地
元
小
・
中
学

生
に
よ
る
譲
饗
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

。
ふ
れ
あ
い
「
年
金
ひ
ろ
ば
」

ぷ
罰
金
ク
イ
ズ
。
一
一
一
角
ク
ジ
。
で

い
い
も
の
を
迭
で
よ
う
。

V
問
い
合
わ
せ

実
り
の
秋
、
市
内
で
生
産
さ
れ

た
経
蔵
物
を
紹
介
し
、
農
業
技
術

の

設

磐

向

上

の

た

め

、

つ

り
態
綾
部
門
を
行
い

ぜ
ひ
一

V
良

時

日

月

9
S

(
臼
)
午
欝
9
持
か
ら

V
場
所
キ
モ
ム
民
舘

4
可
保
育
関
一
覧
袈

係官苦闘:s 所 在 地 電昔話

緑保育関 緑1-6-2 82ω1059 

公安静係資翻 寿ト13-11 82-9552 

Ji.滋 ~t 会保育機 湖北会3-1-16 88-2405 

係 東あぴここ保管綴 家我喜季子1-5刊 22 83ω3165 

事雪 綴 F五係?守磁 綾子宝967-2 82働 5572

題 立を木保育 i鶏 議木5-2-19 • 84-3983 

つくし野係資鐙 っくし野小17-2 84-8822 

私曹!湖北保育関 中峠1423 i 88ぬ 1059

1工 場7イ友笈f泉努関 布佐2318 i 89-2744 

怒愛保育関 湖北台8-16吟 9 88-7771 
保

滋車まイ築資図湖北台3-13-13 88ω0874 
事苦

双き疑{采汚濁;新;>f三妻子1-2-28 88ω0665 
密

;t色紙係資属中番号352-3 88叩 3338

合
は
、
す
べ
て
の
お
子
さ
ん
の
入

闘
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Q

い

く

つ

か

ら

入

麗

で

容

ま

す

か

A
 

の

来

年

4
月
1

日
に

6
か
月
に
透
す
る
場
合
も
、

今
回
入
盟
申
諮
が
で
き
ま
す
。

E

ま
た
、
次
の
保
育
麗
で
は
、
産
休

期
間
満
了
後
め

U
g尽
か
ら
、
乳

児
の
入
癒
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

V
内
容

窃
S
日
(
土
)
共
議
会
出
品
物
受

付
(
午
前
日
汐
蒋
か
ら
立
時
)

。
印
箆
(
尽
)
農
産
物
郎
売
・
香

り
米
無
料
配
布
(
午
諮
問
時
か
ら

出
品
物
郎
党
予
約

※
な
お
、

ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。

V
問
い
合
わ
せ
農
政
諜 コ

ン
ク
i

す
00

公
立
寄
即
時
育
溺
‘
潟
北
ム
口
保

育
関

O
私
立
恋
愛
保
育
密
、

藤
紘
保
有
隅

Q

入
関
串
鶏
持
怖
い
つ

ど

こ

へ

す

る

の

で

す

か

A

入
脇
市
読
書
は
、
児
或
保
育

課
と
各
探
育
額
に
湾
怒
し
て
あ
り

ま
す
℃公

立
保
育
問
闘
を
希
望
す
る
方

は
、
児
裁
保
管
擦
に
、
私
立
即
時
育
罰

的
場
合
は
、

税
期
間
は
、
日
月
1
8
か
ら
白
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
来
年
4
月
を
除
く
各
月

の
入
国
申
請
は
、
挺
待
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

A ぁq

ま保
す驚
か麗

iま
とや

お
り
誌
の
保
管
闘
が
あ
り
、

が
7
、
私
立
6
と
な
っ
て
い

A

保
育
料
は
、
保
鑓
者
め
方
の

前
年
分
の
所
得
税
額
ま
た
は
前
年

度
分
の
住
民
税
額
な
ど
を
基
に
、

包
め
階
胞
に
分
け
、
さ
ら
に
、

3
歳

米
満
一

3
蹴、

3
蹴
以
上
に
区
分
し

て
決
定
し
て
い
法
す
。

市
で
は
、
保
識
者
の
方
め
災
祁
…

軽
減
の
た
め
、
平
成
3
年
度
め
階

層
別
保
育
料
を
2
年
度
と
部
門
額
に

据
え
お
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

2
人

以
上
入
閣
し
た
場
合
の
第
2
子
呂
一
一
体

以
降
や
所
得
税
額
が
一
定
額
糸
満
一
れ

の
母
子
・
父
子
家
底
め
保
脊
料
をつ

い 保 健 を A
背常持
すなつ保

之ささ吉| 陣

馨喜 15宅|警
護んんは!塁とも、.(~E 
幸腎守い受心;孟E;
をつ iけテ身-~-

行し入 4にこ l士;
ζ3Ji汽警ト忌;

あれ

〕のr
ん
の
成
長
・

影
酬
明
は
大
き
く
、
録
常
な
お
子
さ

ん
に
と
っ
て
も
、
思
い
や
り
ゃ
助

け
合
い
の
心
を
育
て
る
う
え
で
、

大
変
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
戸

h

対
象
は
、
離
害
の
軽
震
が
中
。

令
市
の
築
部
保
管
制
判
定
会

、ν

臨
調
料
保
母
を
募
集
し
て
い
ま
す

公
立
保
育
醤
で
は
、
議
時
保

母
と
待
出
向
外
保
母
を
募
集
し
て

い
ま
す

V
対
象

V
勤
務
時
間
e

策
会
翻
時
保

母
(
午
能
8
・
待
部
分
i
午
後
S

時
、
日
給
5
6
0
0
R
)
、
時
間

外
保
母
(
午
前
7
持
お
分

i
s

消
防
闘
員
懸
命
の
水
防
作
業

台
風
情
警
の
ツ
メ
跡

台
風
日
号
の
影
響
で
、

9
月

四
日
・
四
日
と
降
り
続
い
た
爵

は
、
市
内
各
所
に
災
警
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
前
日
か
ら
の
臨
時

間
続
が

2
4
2
J
を
鶴
、
え
た
山
口

門
関
心
は
、
溜
路
脱
水
や
床
下
(
万

件
γ
床
上

{
M件
〉
続
水
、
機
訪
一

崩
摺
な
ど
が
発
生
し
ま
し
た
。

総
保
育
園
の
入
岡
申
請
受
付

来
年
4
同
月

f
g、
保
育
閤
へ
の
入
麗
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
付
日
用
a
i
司
〈
金
)
か
ら
詑
日
〈
金
〉
ま
で
立
山
中
語
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
で
、
舎
睦
は
、
大
詔
悲
お
子
さ

ん
稜
議
ぜ
る
保
関
踏
む
あ
ら
ま
し
ゃ
入
欝
寝
舗
に
つ
い

て、

Q
&
Aで
紹
介
し
ま
す
。

綱、，
丸却やγ

希望者iこ無料配部

手賀沼の水質
.調査結果まとまる

制"丸緋1びあ

市

で

は

、

め

連

年

水

質
調
査
結
果
L

を
報
告
惑
に
ま

と
め
ま
し
た
。

し或ど
管たや約沼
山。危 1 訪
地険 7 本
先排 O 部
の 除名で
塊作をは
防諜出
躍 に動消
関 あさ防
の たせ間
崩り、員
壊 ま警な

り
し
怒
る
閥
的
中
、

1
0
0
0袋

め
土
の
つ
を
仲
り
楠
み
上
げ
、
シ

ー
ト
を
眠
る
危
険
防
止
作
業

を
夜
間
ま
で
続
け
ま
し
た
。

消
防
本
部
や
摺
防
密
で

は
、
日
頃
か
ら
危
険
証
域
の

欝
械
や
閥
査
を
一
行
っ
て
い
ま

す

が

、

ふ

蕗
怠
作
轍
の
す
ん
だ
壌
訪
巌

壊
現
場

こ
の
翻
殺
は
、
問
周
辺
の
開
発
に

伴
っ
て
汚
濁
が
潜
ん
だ
手
焚
泊
め

間
か
け
て
、
市
が
独
自
に
一
行
っ
た

も
の
。
こ
れ
は
、
今
後
の
手
爽
沼
の

水
質
管
理
や
水
賀
浄
化
対
策
に
と

っ
て
、
非
常
に
食
重
な
資
料
と
な

り
ま
す
。

報
告
擦
は
8
5
判
、
お
べ

i
ジ

ノ
¥
円
ソ
。

基
準
と
な
る
C
O
D
め
抑
制
定
結
果

を
中
心
と
し
た
考
察
な
ど
で
様
戒

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
報
告
警
は
、

環
境
保
全
課
で
無

料
配
布
(
限
定
2

0
0部
〉
し
て
い

餓
盗
地
点
で
拭
料

を
諜
氷
ず
る
職
員
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1人自の子どもから事単護支給

平
成
4
年
T
舟
A
l
臼
か
ら
間
川
護
乎
出
抑
制
震
が
改
正
さ
れ
、

az--
人
患
の
子
ど
も
か
ら
乎
山
口
が
支
給
お
れ
ま
す
。
竹
持
4
1
門口

〈
金
)
か
ら
受
け
位
け
し
ま
す
の
で
、
対
象
と
怠
る
万
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
児
璽
手
当
は
、
見
麓
を
饗
聾
す
る
人
は
手

当
を
支
結
す
る
こ
と
で
、
家
庭
疋
お
け
る
生
活
の
安
定
と
次

代
の
在
会
を
担
う
児
童
の
鍵
全
な
膏
或
お
よ
び
翼
質
の
向

上
を
話
的
と
し
て
い
ま
す
。

H
H
兜
護
保
育
課
H

受付誌11月 1B (金)から党議保普課で

怒
れ
て
お
り
、
所
得
制
限
米
織
の

方
で
、
次
の
内
容
は
該
当
す
る
方
。

0
1
子
息
・
・
・
平
成
3
年
1
月

2
a

以
蜂
に
生
ま
れ
た
児
童
を
強
帯
同
し

て
い
る
方
(
平
成
4
年

1
月
ま
で

は
認
窓
の
摘
求
が
あ
れ
ば

1
月
か

ら
手
均
一
一
て
を
支
給
)

。2
手
段
i
地
平
成
4
年
1
月
か

ら
泣
月
ま
で
の
期
間
は
、

5
蹴
糸

織
の
児
議
令
含
む
四
勝
未
満
の
児

童
を
2
人
以
上
離
育
し
て
い
る
方

(
現
在
は
小
学
校
就
学
前
の
見
渡

が
対
象
)

〈

2
子
自
の
経
過
措
置
v

事
平
成
5
年
1
月
か
ら
ロ
同
月
ま
で

グコ
認号
賂
1;1: 

L、、

4 
歳
未
t的
グ〉

児
支な
を

※
す
で
に
見
掛
晶
子
当
{
特
例
給
付
)

を
受
給
し
て
い
る
方
の
平
成
4
年

1
汚
分
以
降
の
手
当
額
に
つ
い
て

は
、
自
動
的
に
消
滅
ま
た
は
改
定

と
な
り
ま
す
。

V
支
給
金
錨
串

1
子
自
・
:
月
額

5
0
0
0内
(
現
殺
な
し
)
中

2

子
8
・:間バ鱗

5
0
0
0
円
〈
税
指

2
5
0
0
円
〉
ホ
3
2
γ
図
以
隣

:
“
月
額

1
万
円
(
現
夜

S
0
0
0

丹
){特

mm給
付
}

克
童
手
当
の
所
得
要
件
に
該
当

加者募集

「
身
近
な
外
冨
人
女
性
が
、
何
を

考
え
、
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
嬬

人
間
閣
に
も
興
味
が
み
つ
て
、
傭

人
的
に
知
り
た
か
っ
た
ん
で
す
勺

ド
イ
ツ
に

3
年
間
期
住
ん
だ
経
験

か
ら
、

し
な
い
た
め
、
児
童
手
当
て
を
受

け
ら
れ
な
い
被
用
者
(
躍
生
年
金

等
は
加
入
し
て
い
る
人
)
で
、
所
得

が
特
部
給
付
所
得
制
続
米
構
内
方

支
給
額
は

V
出
叩
鵠
方
法
次
の
も
の
を
周
波

し
て
、
克
童
保
育
課
へ
申
舗
し
て

く
だ
さ
い
。

関 i
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欄慣苅刷、常事 1 
1注減量 ; "1亀 i

13 
1臨 j

ι; 
1臨1
開;
酬醐働醐雌 4 
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偽
閣
舗

で
、
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
題

答
者
の
半
分
が
熱
心
に
密
い
て
く

れ
た
。「

ふ
だ
ん
接
し
て
い
る
持
誌
は

分
か
ら
な
か
づ
た
8

本
音
。
が
だ
い

ぶ
分
か
っ
た
よ
う
に
患
い

機
械
問
胤
や
労
働
問
勝
、

ア
ン
ケ
ト
ト
は
昨
年
初
月

に
開
始
。
対
象
は
定
住
市
中
な
ど
か

ら
千
葉
県
内
に
し
ぽ
り
、
欝
際
交

流
の
団
体
や
知
人
を
通
じ
て
外
霞

人
女
性
に
配
布
し
た
。

質
問
は
全
部
で
幼
墳

ge
密
答

が
1
0
0人
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

集
計
を
は
じ
め
た
。
ア
ン
ケ

i
ト
、

( 3) 1991.10. 16 一、='t). ~} 

に
棒
い
て
も
ら
う
と
こ
ろ
な
の

の
外
間
関
人
以
対
す
る
偶
見
な
ど
多

く
の
意
見
や
要
望
が
あ
り
、
ア
ン

ケ
i
ト
湾
紙
に
欝
き
き
れ
な
い
人

も
い
ま
し
た
」
と
予
想
以
上
の
反

応
は
驚
い
た
と
い
う
。

当
初
、
接
計
結
巣
は

2
枚
ほ
ど仁

M
W

県内外国人女性100人のアン
ケ…トを小冊子にまとめた

小松純子さん
{中峠)

日時:11月15日(金)午前 g時30分~午後 4時

市
内
の
公
共
施
設
な
ど
を
見
学

し
、
市
の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
皆
訓
ぜ
ん
の
市
教
に

し
だ

だ
く
た
め
、

し
ま
す
。
今
器
は
、
ク
リ

i
ン
セ
ン

タ
ー
、
市
民
国
替
舘
布
銭
分
銭
、
烏

の
博
物
語
、
手
究
活
毅
水
広
場
、
子

資
沼
(
遊
覧
船
)
を
市
の
パ
ス
で
巡

り
ま
す
。

お
気
礁
に
ご
移
加
く
だ
さ
い
o

v問
時

。
印
鑑
金
受
給
者
名
畿
の
我
羽
郁
子

市
内
の
銀
行
口
密
(
郵
鑓
売
は
除

く
)
命
受
給
者
が
罷
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
場
合
は
、
年
金
の
記

号
、
番
号
。
被
用
者
年
金
に
加
入
し

て
い駅

前
の
議
絡
や
歩
避
に
あ
ふ
れ
，

て
い
る
放
競
抑
制
い
総
裁
が
あ
と
令
純

た
ず
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
市

内
6
か
訴
の
訳
詩
に
は
自
転
車
や

バ
イ
ク
が
約
1
万
6
0
0
0台。

そ
の
う
ち
約
5
7
0
0台
が
放
置

さ
れ
た
ま
ま
で
す

(
9
R調
べ
)
。
胡

放
議
さ
れ
た
箆
較
第
の
な
か
に

は
、
新
開
聞
の
も
の
、
名
郡
だ
け
が
削

ら
れ
た
ち
の
、
カ
々
が
機
各
れ
滋

蜘
州
議
と
附
お
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま

数
の
場
合
は
抽
選
)

V
参
加
賀
無
料

V
瞥
加
紫
格
一
市
山

V
持
療
内
相
食
〈
品
仲

V
識
会
場
所
・
時
間

駅
北
口
吋
ふ
れ
あ
い
広
場
」
午
前

9
時
却
分

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
、
(
1
枚
に

3
名
ま
で
)
に

参
加
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

背
号
、
施
設
見
学
会
審
獄
、

と
明
記
し
、
訪
問
だ
お
臼

月
2
日
以
降
に
本
市
に
転
入
し
た

方
は
、
前
住
所
地
の
平
成
3
年
度

児
童
手
当
用
所
得
証
明
惑

な
お
、
公
務
員
の
方
は
勤
務
先

へ
申
締
し
て
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ

画同
箪
の
生
い
茂
っ
た
空
き
地
で
、

ツ
ル
マ
メ
が
紅
紫
憶
の
花
を
つ
け

て
草
山
い
か
ら
み
品
川
い
て
い
た
。J

で、
つ
い
て

い
た
が
小
さ
い
の

怠
課
銃
で
の
ぞ
く
と
、
花
は
結

構
美
し
く
、
も
っ
と
大
き
け
れ
ば

よ
い
の
に
と
惜
し
ま
れ
る
。

花
め
色
詰
紅
紫
色
だ
が
、
柿
に

自
転
車

骨
ム
ベ
i
ン

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
強
制
御

湖
問
。
期
間
中
め
間
関
n
お
お
に
、
市

だ
け
で
な
く
、
ど
紫
金
協
会
、
防
相
協
機
会
、
警
穣

者
の
通
行
や
救
急
・
で
は
、
我
孫
子
駅
と
一
六
五
会
釈
で
、

抽
出
訪
活
動
の
難
審
に
午
前
9
時
部
分
か
ら
駅
諮
放
援
自

も
な
り
ま
す
。
転
車
の
駅
頭
指
導
を
行
い
ま
す
の

市
で
は
、
こ
れ
も
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
寸
。

の
放
盤
自
転
落
を
な
ま
た
、
自
軽
率
、
を
出
利
用
す
る
方

く
す
た
め
、
訪
問
n
l

は
、
次
の
こ
と
を
守
る
よ
う
に
心

臼
か
ら
日
月
鵠
沼
ま
で
閥
抗
飴
放
置
一
が
け
注
し
ょ
、
っ
。

出
回
松
本
の
ク
リ

i
ン
キ
ャ
ン
ベ

i
f

ン
会
提
雑
。
放
波
出
掛
紙
滋
を
な
く

し
、
安
全
で
快
適
な
環
境
を
つ
く

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自

転

車

務

局

面

皆
さ
ん
へ
お
騒
い

置
し
な
い
で
、

親
り
所
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

や
盗
難
防
止
の
た
め
、
住
所
、
氏
名

を
密
き
、
カ
ギ
を
忘
れ
ず
に
か
け

て
防
犯
登
録
(
自
転
事
絞
売
寸
前
で

受
け
付
け
)
を
し
ま
し
ょ
う
。

や
駅
に
泣
い
人
は
、
鍛
藤
の
た
め

メ
y

マJ
f

h
u
A
 

n
U
Lぃ

切
れ

白
色
の
も
の
も
あ
る
。

ツ
ル
マ
メ
の
議
は
一
一
…
つ
の
小

濃
か
ら
な
り
、
一
向
蔀
に
毛
が
生

え

て

い

る

。

つ

る

状

に
も
、

る。

は
ダ
イ
ズ
に
似
て
い

て
、
設
さ
が
一
一

i
一
一
一
句
ほ
ど
あ

り
、
中
に
麓
子
が
ニ

i
三
個
人

っ
て
い
る
。

食
摺
の
ダ
イ
ズ
は
こ
の
ツ
ル

?
メ
を
改
良
し
た
も
の
だ
と
い

わ
れ
る
。

ダ
イ
ズ
は
錦
や
た
ん
ぱ
く
慨

の
資
綴
と
し
て
、
広
く
栽
培
さ

れ
て
い
る
。

っ，。「
夜
豆
」
の
名
は
、
茎
が
護
状

で
み
る
こ
と
に
よ
る
。

ツ
ル
サ
メ
は
別
名
を
ノ
マ
メ

と
い
う
。

怯
久
間
俊
行
〉

第16回 匂 轟 れ併。
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!?昨日(土〉、 3時(悶) _~ f鴻
' 午前10時~午後 4時 曇癒fej&2、/， 1込

T ブ品 V ト V 尽 V うにイロみ紙わあ もとにてなき : 
.間ラコ内 i場合応。ゥク最ミ主等れま今あしは思ど告すお:

いけ i容ヨ所る締 いル蔀し)るり賜るで、波多等てる 1
:会 iナ i 午 ての線たに資知のよ拾資しくのは;

わな iパカア前日 一徹あ J ス源ら消うて源ての金
.せど品ネドピ 10月 紺嵐びアポ(れ演でらといも属ピ.

コ担ル iイ時 2 にとこ i ッ古て生すれ知まのブン・
:市 うさ展 3 ホ l 悶 考ゴも言ト列い情。てらすを哀を:
:生 正刀~ E壁 i午 手 え ミ す グ を古な牒 いすが食、

後 hて まの。ずあ 耳甘いで るに、淑古ス
滋 タ不 ~ 4 し蹴 IJζ て 、 ど は もゴなと繊

.鍬 ン用 イ時 3 よ最サゼて雑忠、 のミかし継車



第815号

くらさわ isく

倉理 器くん

{自Lll. 1議 2か丹〉

おおつか ゆか

大塚由佳ちゃん
(朔北会・ 1歳 8か月)

平成3年10月18現在 *世帯鍍39，682世帯

人口121，948人 艶引パ由人女60，749人
@市役所森jず 85-1111 。市民~1罫臨本摺84-竹 10 羽化合
@つくし野支所 84-8801 分館87-3055 布佐分館89-1311
@湖花台支所 88-0828 移動図露館 87叩 0909
。湖北支所 88…21竹 密都市改造事務所 85-1171
。布使交所 89-2358 傘身体障答者徳社センタ… 88-0141
@数育 祭員 会部 一竹51 .あらさ関 88-4188
‘。水道賂 84-0111 望号つつじ珪 88-0123
@潟 防 護霊 84-0119 著書生活環箆諜〈浄侶槽)87叩 2379
。少まとセンター 84-'900 (ゴミ)87-0015(し尿)88-2547
@保緩センター 87-113守 護襲布佐南近隣センター 89-3740
選挙母渓'会鰭 84…3311 .夫王台北近隣センター 82-9988
4診φ央公民館 82-0515 ..猿戸近擁護センター 83…5363
@懸 の簿物鰭 85-2212 毒事務渓センタ… 契警部-7722 滋北

@市民事事湾鰭 87-1155 台88-9927 布使89-引き3

講演会
家経文爆や臨轡鶴濡勤者を還して

授〈子どもと広とのかかわりを見

つめてこられだ松問先生!こ一人ひ

とりの子どもの世界の大切さそ言寄

っていたださき放す。

"'8時竹間8日〈金〉午筒10時か

ら正午く参加賀無料〉

少議所 市鵠会建議大会議案

炉建畏句。名

事砂務き務 総鰐泰子氏〈東京子ども

諮懇鰐潔務長〉

韓併主将し込み・鶏い合わゼ 旬持活

自(7JOから~謬態さきカウンターで

箆媛、または電器で受話。市民~懇

欝公(84)1110へ
1文部i都認定法E蚕~通信
教議館万凝議事者研究集会

砂随時竹舟10E3C日〉午前g時30

分から午後4時

炉場所 県立守二策女子高椀 C¥..，IR

綿毛駅徒歩13分〉

砂対議文部翁認定社会通信敏育

炉内容務演「笠、涯学習社会{こ生

苦労るJ認書道・日銀治療諜「斉藤晃氏J

フ1)ーライター「斉藤露子島J、面

接指務〈建鎖、係湾、審議、洋裁、

和裁、嬬錦、栄撲と料理〉

炉持参 学習に!li¥婆な時呉、星雲食、

上綾をき

炉室費用 熊斜〈毅棋により毅材費

の…をお[32負擬育〉

砂陣い合りせ 良事実湾庁生涯学習

部綴興緩警察霊祭現官0472(23)4077へ

為の博物館企間展
tこっ ~< 

F目剥罵』
…鎖j裂餓によるジオラマ作品展ー

砂悶時 10母22日〈火〉から竹

崎248C忠〉午館g詩30分から

午後高時30分

動F体認;持獲呂と祝巴の笠器

開し流出懸の!轍舘:

まま(85)22吃

二ふれあい
謹携関辺.

b巴詩 10時23思(7，K)午髄10時

〈南天の場合は26臼〈こじにJI凝延〉

診察合場所溜北駅改札口前

炉内容湖北台下水処理場、平路

地、手賀川見学後、学関沼フィッシ

シグセンターで探w正日氏「手間

沼と曙橋周辺の令官華J の務演

b参加費無料〈鰐 鮫lぷ庇午〉

炉問い合わせ議機公(87)2723へ

特別、講:i
診 弓 詩 句 湾30日〈氷〉午後3時か

らヰ務部分〈縄場午後2鰐〉

b主義湾寺 市宗会館大71¥-)レ
炉内容 「ズアシiこ克つだめiこJ務部

市111平三部先生〈罷立ガんセンタ

ー名誉務長〉

b入場料 300円〈入場料1;:主主主綴対

ガん協会へ寄甘されを置す〉

炉問い合わせ 保i態セシタ…まま

く87)1131へ
※援での来場はど選綴くださ5い。

l第16自我孫子市ォーかン
家躍燭入場牒大会

砂期日 刊用22日く金〉

...場所市民体湾館

...受位午蔀g蹄

炉誌合開始 '1=醗9[1警部分

沙種芭 マチーム5名以上乙1)4主義

守複戦iこよる団体戦

券参加資格家騒銭入のみくA.

B・むランク惑の鑓字奪戦〉

惨参お疑 うチーム3500持
動静申し込み・罪奪い合わ士会 現金轡

~Iこ参加貨を添えて住所、氏名、電

話番号、大会名、弱体名、ランクiJU

を明記し、竹持ヰ日〈休・1勤務〉ま

でに、つくし野3の 6の1036邸常

子公(82)6974ヘ

53司自由
!ホームヘ:jUjti--|
炉資絡満認識来溺の食住で徳社

{之理解のある健康な方

》定員若手名

併をおし込み・問い合わせ 旬月23

8 (7，K)霊安で;こ緩幾撃と写真〈ライ

カ殺2校〉そ持参し、感齢苦言穣役諜

空交(85)竹村内線引5へ

湯割 一一、z
教育委員会開催

砂日時 10月25日〈金〉午後T

時30分

砂場所毅育委員会会議室

砂問い合わせ教湾委員会総

務諜

!文{じ財講座きさi
Tお内の特色65る仏像、金石文、祭

り、コ?とゴシャの箆か芝および講義

と突熔韓筆者討すいます。

惨日持竹F弓18から12湾 8告さま

での舘週金韓日午後 7詩30分から

砂場所市民会謹3うよび実地識査

炉建資 3⑪名〈先着11関、無料〉

砂申し込み・問い合わせ電話で

市史綿さん蜜霊堂(85)2481へ

l糖尿病毅箆参加者l
糖尿病であ霞りの方、糖尿病予

防のために禽事や運動!こついて答

えてみませんか。

砂日時刊号 5日〈火〉、 6日C7，K)

午後す誇30分関始〈受{すiぷ午後?

鍔から?誇30分〉
動砂場所 i保護センター

砂持参緯康手媛、食器高換表

"'1:験し込み・慢し1合 わ せ 利 用2

8Cこと〉までに電話で保鑓センター

会 (87)竹31へ
時限-:-9"'Yh.~' L'¥:手
;三(')レ三ヲ三教室参乙部

...巴持 11月 2巴から30日吉正での

部週土曜日午後T時から 3時

砂金場湖北台中央公翻、剤使関

公園

砂定員 20名〈商会場とも〉

惨参加費 1000月

"'E告し込み・問い合わせ ハガキ

!こ住所、氏名、年齢、電話番号、玲

議会場名を嬰記し、 10用25日く金・

11訟選〉さまでに我孫子1684毅湾委員

会体湾諜霊堂(85)竹51へ

※JiID護者多姿交の場合は議選

診日韓竹用枠告C/f':)市民体湾鑓
か糧包ダブルス〈守山5部ラシクiJU)
惨参加資格市内在住の家緩綿入

惨参加賀 T人900再

砂申し込み・問い合わせハガキ

に 2人の住所、氏名、電器番号、ラ

ンク剖を明記し、刊用 3日〈祝.!li¥ 

篇〉までにつくし野6の 7の 5山

口組子霊堂〈邸)2962ヘ

...8蒔 10月278C自〉開場午後ち

持、開演5時30分
炉問い合わせ社会数奇課

会 (85)竹51

つつじ荘休舘のお知ら

10用祝日〈火〉は結婚50閤年

記念式典の会場となりますの

でつつじ怒は休館いだレ室長ザ

惨鱒い合おせ社会福役協議

会怨(84)1539

C通G羽
生態
改IEB
市では市街化院蛾内!こ鰻地をお

持ちの皆さんそ対象lこ改正され芝

生産緑地F節度および畿地税制につ

いて、l'ま史的とおり税聴会を汚い

きますのでご案内い乏しき安90
》ヨラ綴l，¥ 帯主ずでは送錯しだパン

フレッドを持参してください。

市民会怒〈大会喜襲撃〉

綬戸音波書聖センター

溺~t台市主主センター

布使関近隣センター

ら|
湖北台市民センター

申各会場とも撃での来事懇1;:1:ご遠慮

下谷い。

除鰐い合わせ都市計調課まま〈缶〉

11 竹内線577ヘ

臨
翻
擁
旬
月
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Jl6水

Jl1木

?991. 10. 16 (ヰ)

琴震沼浄{乙¥え¥J
法F必よ}会均仏人みか仁¥ ♂ 

P自時竹舟 2自〈土〉から 4臼

〈休〉午前10時から午後4時

帳場所手賀沼親水広場

炉内容 。水のクイズラI)-&，び

縁日大集合… 2~4

0講演及びシンポジウム… 3臼午

後 T詩〈繋理券午前10持から配布〉

「地主震を語ろうJ謹潤〈制緩111檎氏〉

@水辺のコンサ…ト..・4

午後2詩80分、演議〈ヌフシサンプル

むげん〉

b鱈い合わせ

ま交(8のお55へ

炉顔舗ポケット扱350丹、中盤猿

550円
b配布方法

料込みの純性議委そ郵滋しを賢官r(郵

炉申し込み・問い合杓せハガキ

!こ手i援の穣類、徹、住所、氏名、電

話番普を腕記レ、 10用21日〈用.!li¥ 

慧〉ぎでiこ致孫子1858市役所文議

諜会(85)竹村内線229へ

⑮⑧⑪⑧⑧  
史?持w義蔵様く懇〉から濃密書替のだ

めにと康男宅治療護撃の容鰭がありま

し芝。

。テレホンメ刀ニ界線からffiO)窓o
!こと考鍛鰭セット12絶0)容鷺ガお

りました。

。合持箆之期後く並木〉から社会議

祉施設務嬬慈金!ことマジツクショ

ーの収損金4284内の容性ガありま

しだ。

智治重量生活相絞z市民相絞祭10:00-15:∞

Fま手主主穏~=箔渓穏絞愛知:00-15:α)
ず鍵絞殺さ菱沼つつじ疲れ:00-12:∞

Jl8金

]19土

市税務忽2提=市民治滋祭10:己ト15:∞

使F窓望書掲鮫=寿ffi.e完センター9:30-11:30
f 少年のg

5:∞ 
<rJß\配ごと相談=襲警市民~シター的自-15:00
f 市民図書館休腿 ぽ鳥の簿物mpド宣富 市つつじ主E休館

f 法律相鮫都市民相談慾段00から然違審10名程度
"..つつじ荘休館

23水

24木

25金

26土

<r消費生活栂鮫=1'お浅沼談窓10:00-15:00
『戸jレコーjレ家族署員皇室=~:配合惣祭賞1513:30-16:00

ず人事量・行革支絡ま葉=ffif実相絞祭匂:00-15:∞
"'"7.友達室料金納入翼芸書受口言葉金口m霊童意義包

宮市役所裏書F.f(ー童話のおき愛leJ:除く〉

37亀l諸課認域協匙g)除機げ

28月|叩ごと籾間関寺町側1'"市民体育髭休鐙 ....J患の得物慾休館
1"..市民図篠宮自体重苦 vつつじ絞休館

29火
e法律相談諮問民栂綴喜郡:00から先護憲10名程度
v つつじ経休館

30水 1'"消資生活相談口市開掘削0-15:ω

3Jlポ v臨時保鱗納期限=口座鱒臼


